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要旨：肝臓は解毒代謝の中心器官であり、個体の生存に必須である。ノックアウ
トマウスの作出やモデル生物変異体の解析から、肝発生や肝再生など肝臓の形成
に重要な因子の同定が進んできた。一方、肝臓の恒常性維持機構については不明
な点が多い。器官が各種ストレスを受けると、正常な細胞集団の中に、遺伝子変
異した細胞や障害を受けた細胞、老化細胞など異常細胞が生じる。若くて健康な
器官はこれら異常細胞を排除する能力（異常細胞排除）と、周辺に存在する正常
細胞の増殖による空いた空間を埋める能力（代償性増殖）を有している。異常細
胞を排除し正常細胞の数を保つことで臓器の恒常性を維持している。すなわち、
異常細胞を排除し、適切な細胞数を保つことは、器官が長期間正常に機能する上
で重要である。本セミナーでは演者らの研究を中心にして、肝形成シグナル伝達
経路から、最近注目されている“細胞競合現象”や“臓器連関”に関する研究成果を紹
介する。
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